




































































































○期間 2019年 2月 28日～ 3月 13日(全 10時間)
○対象 公立中学校 1年生(24名)
○授業者 第 1〜 4・7〜 10時 武田純弥(上越教育大学教職大学院・院生)










































そのうえで、第 9 時では「「二人は上に上がっていった」は誰の語りか」〈問い 1〉を提示
し、班での交流を指示した。提出された読みを要約し、分類した表は以下の通りである。


























































































































































































第 10 時では、「作者が「私」を語り手に設定したのはなぜか」〈問い 2〉を提示し、班
での交流を指示した。提出された読みを要約し、分類した表は以下の通りである。

































































































































学院性を対象としたプレ調査より－」『国語科学習デザイン』第 2 巻第 1 号 国語科学
習デザイン学会，52-60
桃原千英子(2008)「読みの交流のための前提的条件－「少年の日の思い出」の読みを通し









－「少年の日の思い出」を扱う単元の場合－」『学校教育実践学研究』第 21 巻 広島
大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター，35-45
吉田裕久・山元隆春ら(2009)「確かな学力の育成－国語基本教材の授業アプローチの方法
『少年の日の思い出(ヘルマン・ヘッセ)』の場合－」『学部･附属学校共同研究紀要』第 37
号 広島大学学部･附属学校共同研究機構，195-200
